
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進路指導の取り組み」 

主幹教諭 松井 裕 

1 学期は、緊急事態宣言に伴い、高等部の実習や見学会、中学部の進路見学など変更や対応がありました。 

高等部の実習は、実習期間の延長や実習先の再開拓など対応しましたが、受け入れが難しく、予定が遅れるケースもありま

した。また、高等部、中学部の見学会は、直接の訪問が叶わず、リモートによる見学に変更しました。中学部 2.3 年生の生

徒は、現地の作業製品をお借りして体験も行いました。高等部 1年保護者向けの見学会は、 

合計で iPad を 6台使用し、4 事業所を見学しました。不慣れな状況の中、参加者皆さんに 

終始ご協力いただき、無事に終えることができました。コロナ禍の対応として、地域や保護者の 

皆さんと協力して、こうしたリモートの活用などもさらに進めていきたいと思います。 

 

【見学先】 

板橋区加賀福祉園・文京区やまどり・板橋区 ftl ビジネススクール・国立がん研究センター 

・(株)三越伊勢丹ソレイユ・リゾートトラスト(株) 

令和３年度 第５号 

令和３年９月１日発行  
 

東京都立王子特別支援学校長   

久保井 礼  

「いよいよ2学期がスタートしました」 副校長 田口 善行 

 本日から、2 学期がスタートしました。始業式は、放送を使用しての始まりでした。登校の様子を見てい

ると、とても元気に登校できている様子がうかがえました。ほっとしました。緊急事態宣言が出ている中で

の夏休み、2 学期のスタートとなりました。皆さんはどのように過ごされたでしょうか。外出をできるだけ

控え、外出時にはマスクを着用し、手洗いアルコール等での消毒、ソーシャルディスタンスは守れていまし

たか？ ２学期は楽しい行事があります。また、高等部３年生は進路が決定し始める時期です。様々な行事

や活動に向け、たくさんの活動があると思います。その中にも工夫を凝らし実施・実現できるように学校も

考えていきます。 

 現在の新型コロナ感染症の推移からすると、本校の児童・生徒が毎週1名感染してもおかしくない数値と

なっております。夏休み期間中のため、児童、生徒との接触はあまりありませんでしたが、7 月の夏休み当

初は、児童・生徒とその家族、教職員やその家族に陽性者が複数出ていると聞いております。また、教職員

については、東京都の職域接種等により、すでに7割強が2回目のワクチンを済ませています。 

現在保健所の業務逼迫により、濃厚接触者の特定に時間を要している実態もあります。本校では、これま

での感染対策を徹底するほか、換気の徹底（2 方向開放、定期的な開放等）やサーキュレーターの設置、エ

アロゾル感染防止等を進めてまいります。学校は感染対策に対して万全を期し、保護者の皆さんのお力をお

借りし、この危機を絶対に乗り越えるため、一丸となって取り組みます。また、基礎疾患などで登校に不安

があり欠席する場合は欠席とはせず「出席停止」としますので、学校まで御連絡いただければと思います。 

                                                



                     

 ９月の予定   「夏季研修会」   

担当  高島 俊樹 

 

8 月の 4、５、６日で本校の教員を対象

に、夏季研修会が行われました。４、6 日で

は本校外部専門員の富岡康一先生による、

本校の発達検査のアセスメントで使用してい

る、「太田ステージ」を主軸にした発達段階に

応じた支援方法や教材活用の仕方と、「数の

指導」において、発達段階に応じた実践的な

指導の仕方について学びました。研修会の中

において、富岡先生が「児童・生徒に活動を

通しての達成感をもたせ、自己肯定感につな

げていくことが、とても大切です」と話をして下さ

いました。児童・生徒がその達成感や自己肯

定感をもっていくためには、児童・生徒の発達

段階に合った活動内容を行っていき、児童・

生徒自身が「できた！」、「もっとやりたい」とい

う気持ちをもたせることの重要性を改めて再確

認することができました。 

 ５日は教材実技研修を行いました。吉瀬

正則先生、早坂芳章先生の 2 人の講師の

先生をお招きして、木材を使い、手と目の協

応につながっていく、「迷路」や「棒差し」などの

教材を作成しました。「迷路」の教材では、小

さめの丸い「輪っか」を動かして、スタートからゴ

ールのまで行くのですが、ゴールの所に磁石が

あり、ゴールすると「カッチ！」と音がして、その

輪っかがゴールで止まるようになっています。こ

の一工夫があれば、触覚、聴覚、視覚で、ゴ

ールできたことが分かり、活動の終わりを自ら

意識でき、達成感がもちやすくなっていきま

す。一つ一つの教材を作っていく際において

も、前半で述べた、児童・生徒が自ら達成感

がもてる工夫をしていくことが重要であると、再

認識できました。 

4 土

5 日

11 土

12 日

18 土

19 日

20 月

23 木

25 土

26 日

日 曜
行事等

全校 小学部 中学部 高等部

1 水
始業式 給食始

安全指導日
身体測定(6) 現場実習始(23)

2 木 身体測定(2)

3 金 身体測定(2)

6 月 ＡＬＴ(3) ＡＬＴ(1) 身体測定(2)

7 火 避難訓練(地震) 身体測定(5)

8 水 心身健康相談
 身体測定(3)

9 木 身体測定(4)

10 金 身体測定(1)

13 月 身体測定(1)
個人面談始

(1 2)

14 火 身体測定(1)

15 水
身体測定(3)

ＡＬＴ(5)
セーフティ教室

キックベース

大会(1)

ＡＬＴ(1 3)

16 木

17 金 ＰＴＡ委員会
 校外学習(6) ＡＬＴ(3) ＡＬＴ(2)

敬老の日

21 火 中学部説明会


22 水 小学部説明会
 ＡＬＴ(5)

キックベース

大会予備日(1)

ＡＬＴ(1 3)

秋分の日

24 金
１日修学旅行

(3)

27 月

28 火
体育発表会

(1 3 5)
身体測定 (3)

29 水
体育発表会

(2 4 6)

30 木 セーフティ教室
個人面談終

(1 2)


